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E 君 は 語る。 

僕 は 七月の 二 十六夜、 八月の 十五夜、 九月の 十三夜 

について、 皆 一 つず つの 怪談 を 知っている。 長い もの 

も あれば、 短い もの も あるが、 月の 順に だんだん 話し 

て いくこと にしよう。 

そこで、 第一 は 二 十六夜 —— これ は 或る 落語家から 

聞いた 話 だが、 なんでも 明治 八、 九 年頃の こと だそう 

だ。 その 落語家 も その 当時 はま だ 前座から すこし 毛の 



ると、 路地の 入口の 荒物屋で はお かみさんが 店先の 往 

たらい き 

来に 盥を持 出して いたので、 彼 は 立 寄って 訊いた。 

「この 路地の 奥の 貸家の 家主さん は どこです かご 

家主 はこれ から 一 町 ほど 先の 酒屋 だと、 おかみさん 

は 教えて くれた。 

r ど う も 有難う 1 」 ざいます。 留守番のお ばあさん がい 

るんだ けれども、 居眠りで もして いるの か、 つんぼう 

か、 いくら 呼んでも 返事 を しないんで すご 

彼が うっかりと 口 を すべらせ ると、 おかみさん は 俄 

かに 顔の 色 を かえた。 

「あ、 おばあさんが …… 。 また 出ました かご 



めた。 

かの あき 家 は 冬になる まで やはり 貸家の 札が 貼られ 

ていたが、 十一月の ある 日、 しかも 真っ昼間に 突然 燃 

え 出して 焼けて しまった。 それが 一軒 焼けで 終った の 

も、 なんだか 不思議に 感じられる というの であった。 

二 

第二 は 十五夜 —— これ は 短い 話で、 今から およそ 二 

十 年 ほど 前 だと 覚えて いる。 芝の 桜 川 町 付近が 巿区改 

正で 取 拡げられる ことにな つて、 居 CE 者 は 或る 期間に 



前に もい う 通り、 屋敷 はさん ざん 住み荒らして ある 

ので、 梶 井の 家で は その 手入れに 随分の 金が かかった 

とかいう ことで あつたが、 家の 手入れが 済んで から 更 

に 庭の 手入れに 取り かかった。 その 頃 は 僕 も 子供 あが 

りで、 詳しい こと は 知らなかった が、 梶 井の 父と いう 

の は 何 かの 山 仕事が 当って、 今の ことばで 言えば 一 種 

の 成金に なったら しく、 毎日 大勢の 職人 を 入れて 景気 

よく 仕事 を させて いた。 すると、 ある 日曜日の 午後 だ _ 

梶 井が あわただしく 僕の 家へ 龃け 込んで 来て、 不思議 

な ことがあ るから 見に 来い というの だ。 

こはるび ょリ 

十一月の はじめで、 小春日和 というの だろう。 朝 か 



と 黒髪 は 残って いる。 梶 井の 母 は それ を 自分の 寺へ 

送って、 回向 をした 上で 墓地の 隅に 葬っても らう こと 

にしたい と 言って いた。 梶 井が 僕 をよ びに 来たの は、 

それ を 見せたい ためで ある ことが 判った。 一種の 好奇 

心が 手伝って、 僕 も その 黒髪と 書き ものと を 一 応 見せ 

でもら つたが、 その 当時の 僕に は 唯 こんな もの かと 

思った ばかりで、 格別に なんという 考え も 浮かばな 

かった。 亡魂が 祟り をな すな ど は、 もちろん 信じられ 

なかった。 僕は梶 井の 父 以上に 文明開化の 少年で あつ 

た。 

書き ものに 「後の 月見の 夜 I と あるから、 おそらく 
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